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－ デート状況と性行動の正当性認知との関係 － 
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A Study of the Heterosexual Romantic Relationships and Sexual Behaviors on a Date in Adolescence (1). 



































経営情報研究 第 16巻第 2号(2008)，1－10ページ 












































































     認知するであろう。 
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 仮説２：デート内容がより親密なものになるにつれて（映画，飲み会よりも，アパート 
     への誘い），性行動の正当性認知が高まるであろう。また，性行動レベルが進 
     むにつれて，正当性認知は低くなるであろう。 
 仮説３：男性被験者は女性が自分のアパートに来たとき，女性被験者は女性が「暇だか 
     ら」という理由で自分または相手のアパートに行ったとき，最も性交を正当と 








































の分散分析を行なった(Table 1)。その結果，性別の主効果が有意であった(F (1，216)=7.83， 






Table 1 デート状況とキスの正当性認知 
被験者の性別 男性 女性 
デート内容 ／ 誘う側 男性 女(暇) 女性 男性 女(暇) 女性 
   映画 4.00 3.50 4.60 3.10 3.20 3.90 
 (1.49) (2.01) (2.01) (1.60) (1.62) (1.73) 
   飲み会 5.00 4.00 4.00 4.00 3.00 3.60 
 (1.63) (0.94) (1.25) (1.16) (1.49) (1.65) 
   相手宅へ行く 4.00 4.80 4.20 4.50 3.90 3.80 
 (1.56) (2.35) (0.79) (1.84) (1.29) (1.03) 
   自分宅へ誘う 4.80 4.60 4.80 4.00 4.50 4.20 
 (1.62) (1.51) (0.79) (1.89) (1.18) (0.79) 
注) N = 240, 数値は平均値，得点範囲1～7点，( )内は標準偏差 
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3.2. ペッティングの正当性認知 
 各デート状況において，太郎と花子がペッティングをすることに対する正当性の認知につい
て３要因の分散分析を行なった(Table 2)。その結果，性別の主効果が有意であった(F (1，216) 








Table 2 デート状況とペッティングの正当性認知 
被験者の性別 男性 女性 
デート内容 ／ 誘う側 男性 女(暇) 女性 男性 女(暇) 女性 
   映画 3.10 2.30 4.00 2.70 3.00 2.70 
 (1.10) (1.64) (1.76) (1.77) (1.89) (1.83) 
   飲み会 3.80 3.30 3.60 3.70 3.00 2.90 
 (1.93) (1.42) (1.08) (1.25) (1.70) (1.45) 
   相手宅へ行く 3.50 4.40 4.00 4.00 3.00 3.10 
 (1.65) (2.46) (0.82) (2.06) (1.56) (1.37) 
   自分宅へ誘う 4.10 3.80 4.40 2.80 3.50 3.40 
 (1.60) (1.48) (0.97) (1.93) (1.72) (1.43) 
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3.3. 性交の正当性認知 
 各デート状況において，太郎と花子が性交することに対する正当性の認知について３要因の
分散分析を行なった(Table 3)。その結果，性別の主効果が有意であった(F (1，216)=9.93， 








Table 3 デート状況と性交の正当性認知 
被験者の性別 男性 女性 
デート内容 ／ 誘う側 男性 女(暇) 女性 男性 女(暇) 女性 
   映画 2.80 2.20 3.30 2.10 2.10 2.00 
 (1.14) (1.62) (1.83) (1.73) (1.20) (1.33) 
   飲み会 3.50 3.00 3.80 3.20 2.30 2.90 
 (2.22) (1.49) (1.23) (1.32) (1.49) (1.52) 
   相手宅へ行く 2.80 4.10 3.40 3.70 2.60 3.10 
 (2.10) (2.64) (1.51) (2.00) (1.51) (1.20) 
   自分宅へ誘う 3.80 3.30 4.20 2.30 3.30 2.60 
 (1.75) (1.57) (1.14) (1.70) (1.83) (1.27) 
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